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謹
ん
で
初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
十
一
月
二
十
五
日
に
沖
縄
県
知

事
、
那
覇
市
長
、（
公
社
）
全
国
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
一
戸
会
長
を
始
め
と
す

る
来
賓
の
皆
様
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
創
立

四
○
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
盛
会
裏

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
厚

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
ま
た
式
典
に
先
立
ち
、
人
間
国
宝
の
照

喜
名
朝
一
先
生
に
よ
る
記
念
講
演
に
も
多

数
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
今
年
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
景
気
浮

揚
の
見
込
み
と
消
費
税
ア
ッ
プ
の
影
響
に

よ
り
経
済
情
勢
は
不
透
明
な
局
面
を
迎
え

ま
す
。

　
我
が
業
界
で
も
、
年
々
上
昇
す
る
地
域

最
低
賃
金
に
係
る
人
件
費
の
高
騰
と
リ
ゾ

ー
ト
ホ
テ
ル
の
客
室
清
掃
員
を
中
心
と
す

る
要
員
の
採
用
難
が
続
い
て
お
り
、
最
近

で
は
都
市
部
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
も
要
員

確
保
が
難
し
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ

の
人
材
確
保
の
問
題
は
、
協
会
に
お
い
て

も
、
重
要
課
題
と
捉
え
て
何
ら
か
の
対
策

が
必
要
と
考
え
ま
す

　
平
成
二
十
六
年
一
月
三
〇
日
ホ
テ
ル
日

航
那
覇
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ッ
ス
ル
で
会
員
な

ら
び
に
賛
助
会
員
、
関
係
各
者
で
盛
大
に

開
催
し
た
。
主
催
者
を
代
表
し
て
新
垣
会

長
よ
り
新
年
の
抱
負
と
協
会
活
動
へ
の
ご

理
解
と
感
謝
を
述
べ
た
。
続
い
て
来
賓
祝

辞
を
沖
縄
県
知
事
仲
井
眞
弘
多
様
（
高
良

倉
吉
副
知
事
名
代
）、
衆
議
院
議
員
宮
崎

政
久
様
、
全
協
九
州
地
区
副
本
部
長
井
上

宏
様
よ
り
頂
き
更
な
る
業
界
発
展
の
展
望

を
期
待
さ
れ
た
。
乾
杯
の
挨
拶
を
沖
縄
県

議
会
議
員
翁
長
政
俊
様
か
ら
沖
縄
の
現
状

報
告
が
あ
り
県
経
済
と
我
々
業
界
の
益
々

の
発
展
を
希
望
さ
れ
た
。
そ
の
後
参
加
者

各
人
が
懇
談
し
、
生
バ
ン
ド
の
演
奏
も
花

を
添
え
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
佐
渡
山

副
会
長
の
挨
拶
で
閉
会
し
た
。
当
日
は
早

朝
よ
り
沖
縄
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
新

春
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
三
十
一
名
の
参
加
の

も
と
晴
天
に
も
恵
ま
れ
開
催
さ
れ
た
。
上

位
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

優
勝
　
玉
城
芳
信
（
㈱
ク
リ
ー
ド
沖
縄
）

二
位
　
佐
渡
山
安
秀（
㈱
総
合
管
理
産
業
）

三
位
　
名
嘉
秀
明
（
ア
ク
ト
総
合
サ
ー
ビ

ス
㈱
）

　

年
頭
会
長
挨
拶　
一
般
社
団
法
人
　
沖
縄
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

　
当
協
会
は
、
一
般
社
団
法
人
に
移
行
し

三
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
そ
の
重
要
な
活

動
と
な
る
公
益
事
業
と
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
清
掃
と
特
別
支
援
学
校
児
童
・
生
徒

の
就
職
支
援
や
、
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の

全
面
的
な
協
力
も
続
け
て
い
く
所
存
で
す
。

　
次
の
五
○
周
年
に
向
け
、
さ
ら
な
る
一

歩
を
踏
み
出
せ
ま
す
よ
う
歴
代
理
事
・
役

員
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
輩
方
，
会
員
各

社
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
々
様
に
と
り
ま
し
て

幸
多
き
飛
躍
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念

申
し
上
げ
新
春
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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　（
一
社
）
沖
縄
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

協
会
は
十
一
月
二
十
五
日
沖
縄
都
ホ
テ
ル

に
て
、
創
立
四
十
周
年
記
念
式
典
・
記
念

講
演
・
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
式
典
は
大
山
克
二
副
会
長
の
開
会
の
辞

で
始
ま
り
、
主
催
者
を
代
表
し
て
新
垣
淑

典
会
長
は
、「
小
学
生
時
代
に
協
会
初
代

会
長
で
あ
る
父
親
に
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧

会
に
六
ヶ
月
間
毎
週
行
き
、
会
場
で
働
い

て
い
る
ス
タ
ッ
フ
を
激
励
す
る
姿
を
見
て

い
ま
し
た
。
後
に
ス
タ
ッ
フ
の
苦
労
や

現
場
を
知
る
大
切
さ
も
わ
か
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
の
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
で

は
、
協
会
の
団
結
力
を
県
内
外
に
示
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
先
輩
方
が
残
さ
れ
た

も
の
は
我
々
の
中
に
大
切
に
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
や
困
難
に
直
面
し
て
も
、
協
会
員
全

員
で
一
致
団
結
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。」
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
来
賓
の
あ
い
さ
つ
に
沖
縄
県
知
事
仲
井

眞
弘
多
様
（
代
読
・
副
知
事
高
良
倉
吉

氏
）
と
那
覇
市
長
翁
長
雄
志
様
か
ら
祝
辞

を
い
た
だ
き
、
続
い
て
、（
公
社
）
全
国

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
長
一
戸
隆
男
様

か
ら
は
、「
貴
協
会
は
、
様
々
な
社
会
貢

献
事
業
に
取
り
組
ま
れ
地
域
社
会
に
密
着

し
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、
満
足

の
頂
け
る
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
心
掛

け
て
い
る
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。
全
国

協
会
と
一
丸
と

成
り
、
高
く
認

識
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
と

し
て
手
を
携
え

共
に
歩
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。」

と
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

団
体
・
個
人
か

ら
多
く
の
祝
電
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
協
会
の
功
労
者
と
し
て
第

八
代
会
長
城
田
清
様
と
第
九
代
会
長
井
上

宏
様
に
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し

ま
し
た
。
式
典
に
先
立
ち
記
念
講
演
と
し

て
琉
球
古
典
音
楽
の
人
間
国
宝
照
喜
名
朝

一
氏
よ
り
講
話
と
演
奏
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
佐
渡
山
安
秀
副
会
長
よ
り

閉
会
の
挨
拶
で
式
典
を
終
了
し
祝
賀
会

は
、
創
作
太
鼓
集
団
「
琉
風
」
の
演
奏
で

華
々
し
く
開
演
。（
公
社
）
全
国
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
九
州
地
区
本
部
長
金
子

誠
様
よ
り
声
高
ら
か
に
乾
杯
の
御
発
声
で

懇
親
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
懇
談
の
中
で
は
、
協
会
員
一
丸
と
な
っ

て
、
こ
れ
か
ら
先
十
年
・
二
十
年
と
共
に

歩
み
続
け
て
行
こ
う
と
誓
を
新
た
に
し
ま

し
た
。
閉
会
の
辞
は
金
城
秀
雄
実
行
委
員

長
の
挨
拶
で
滞
り
な
く
会
を
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

創
立
四
十
周
年
記
念
講
演
・
式
典
・
祝
賀
会
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今
回
の
研
修
旅
行
は
平
成
二
十
五
年
十

月
三
十
日
～
十
一
月
一
日
の
二
泊
三
日
の

予
定
で
、
二
十
五
名
参
加
の
研
修
と
な
り

ま
し
た
。
初
日
は
東
京
都
京
橋
に
あ
る
清

水
建
設
本
社
ビ
ル
（
地
下
三
階
・
地
上

二
十
二
階
・
高
さ
百
六
ｍ
・
延
床
面
積

五
万
一
千
三
百
五
十
五
㎡
）
カ
ー
ボ
ン
ハ

ー
フ
ビ
ル
と
し
て
計
画
さ
れ
た
、
最
先
端

の
環
境
技
術
を
備
え
各
界
よ
り
注
目
を
集

め
た
ビ
ル
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
の
後
埼

玉
県
へ
移
動
し
、（
公
社
）
全
国
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
と
、（
一
財
）
建
築
物

管
理
訓
練
セ
ン
タ
ー
が
隔
年
で
開
催
す

る
、
斯
業
界
秋
恒
例
の
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト

「
ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア，
１３
」
が
、

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
（
さ
い
た

ま
市
中
央
区
新
都
心
）
を
会
場
に
、
十
月

三
十
日
・
三
十
一
日
の
両
日
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は「〝
ビ
ル
〟∞（
無

限
）
の
可
能
性
」
で
六
年
ぶ
り
に
首
都
圏

で
開
催
さ
れ
た
フ
ェ
ア
は
今
回
で
十
二
回

目
で
両
日
と
も
さ
わ
や
か
な
秋
空
に
恵
ま

れ
、
会
場
内
で
は
全
国
会
員
と
交
流
を
深

め
た
。
初
日
は
、
午
前
九
時
か
ら
の
開
会

式
・
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
幕
が
開
き
、
総
合

展
示
会
、
障
が
い
者
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

ベ
ス
ト
・
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
賞
受
賞
発
表

会
、
日
本
ガ
ラ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
選
手
権

な
ど
の
他
、
著
名
人
を
講
師
に
迎
え
た
特

　
十
二
月
五
日
（
木
）
ア
ー
ク
ボ
ウ
ル
に

て
、
十
七
チ
ー
ム
（
六
十
八
名
）
が
参
加

し
て
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

☆
上
位
の
成
績
は
次
の
通
り
で
す

　
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

団
体
優
勝
　
㈱
ク
リ
ー
ド
沖
縄

　
　
二
位
　
沖
縄
ビ
ル・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
Ａ
）

　
　
三
位
　
㈱
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン

個
人
優
勝
　
宮
城
孝
男
㈱
ク
リ
ー
ド
沖
縄

　
　
二
位
　
比
嘉
昭
浩
㈱
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン

　
　
三
位
　
比
嘉
博
史
沖
縄
美
装
管
理
㈱

※
会
員
の
皆
様
の
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き

渡
る
歓
声
と
、
笑
顔
が
と
て
も
素
敵
で
し

た
。
景
品
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
会

員
各
社
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
二
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
、
第
十
三
回

全
国
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
競
技
会
が

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
全
国
の
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技

能
士
約
五
万
人
を
代
表
し
て
、
全
国
か
ら

選
出
さ
れ
た
十
八
名
に
よ
り
競
技
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
九
州
代
表
と
し
て
出
場

し
た
㈱
沖
縄
ダ
イ
ン
上
原
隼
人
さ
ん
は
、

十
八
分
四
一
秒
で
ミ
ス
も
な
く
競
技
を
終

了
し
、
好
成
績
を
修
め
ま
し
た
。  

　
上
原
さ
ん
は
、指
導
し
て
く
れ
た
上
司
、

先
輩
の
よ
う
に
高
い
技
術
を
持
ち
顧
客
か

ら
も
信
頼
さ
れ
る
ク
リ
ー
ン
ク
ル
ー
を
目

指
し
、
そ
し
て
後
継
者
を
育
て
優
勝
さ
せ

た
い
と
語
っ
た
。	

第
十
四
回

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

別
講
演
会
、
展
示
会
見
学
・
懇
親
会
を
セ

ッ
ト
に
し
た
プ
ラ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
翌
日
は
第
十
三
回
全
国
ビ
ル
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
技
能
競
技
会
、
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
技
能
演
技
会
が
行
わ
れ
、
ビ
ル
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
技
能
競
技
会
で
は
県
出
身
で
関

東
甲
信
越
地
区
代
表
の
金
城
盛
晃
さ
ん
の

選
手
宣
誓
で
始
ま
り
、九
州
地
区
代
表
（
沖

縄
ダ
イ
ケ
ン
）
上
原
隼
人
さ
ん
が
Ａ
コ
ー
ト

一
組
で
競
技
、
競
技
開
始
前
に
は
ツ
ア
ー
参

加
者
及
び
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン
社
員
を
含
め
総

勢
三
十
数
名
に
よ
る
応
援
団
で
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

田
崎
史
郎
氏
特
別
講
演
聴
講
の
後
、
鬼
怒

川
温
泉
・
日
光
東
照
宮
を
訪
ね
見
聞
を
深

め
、
全
員
無

事
帰
路
の

途
に
就
き
ま

し
た
。

第
十
三
回

全
国
ビ
ル
ク
リ
ニ
ン
グ
技
能
競
技
会

研
修
旅
行
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青
年
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
の
活
動
と

し
て
、「
第
二
回
ち
ゅ
ら
島
環
境
美
化
全

県
一
斉
清
掃
」
を
、
去
っ
た
十
一
月
一
〇

日（
日
）沖
縄
市
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
沖
縄
市
役
所
前
を
出
発
し
、
呉
屋
十
字

路
を
基
点
に
、
ゲ
ー
ト
向
け
・
南
向
け
・

北
向
け
の
三
コ
ー
ス
を
約
一
時
間
を
か
け

地
域
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し

た
。
参
加
者
の
頑
張
り
で
空
き
缶
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
類
が
回
収
さ
れ
街
並
み
も
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。

　
十
一
月
も
半
ば
に
係
ら
ず
、
当
日
は
初

夏
を
思
わ
せ
る

ポ
カ
ポ
カ
陽
気

に
多
数
の
会

員
・
賛
助
会
員

の
参
加
を
頂
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら

も
、
各
市
町
村

持
ち
回
り
で
協

会
Ｐ
Ｒ
の
一
役

を
担
う
べ
く
、

活
動
し
て
い
き

ま
す
の
で
皆
様

の
ご
協
力
を
宜

し
く
御
願
い
致

し
ま
す
。
　

　
平
成
二
十
五
年
十
月
十
二
日
（
土
）
に

西
原
マ
リ
ン
パ
ー
ク
多
目
的
広
場
に
て
午

前
八
時
四
十
五
分
に
ラ
ジ
オ
体
操
で
体
を

ほ
ぐ
し
、
開
会
式
の
後
、
新
垣
淑
典
会
長

の
始
球
式
で
競
技
を
開
始
し
た
。

　
今
回
は
十
月
五
日
の
予
定
が
台
風
接
近

の
為
一
週
間
の
順
延
で
各
チ
ー
ム
と
も
選

手
の
繰
り
出
し
に
苦
労
し
た
と
思
い
ま
す

が
、
八
チ
ー
ム
約
百
数
十
名
の
参
加
の
も

と
Ａ
コ
ー
ト
・
Ｂ
コ
ー
ト
に
て
一
回
戦
よ

り
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
・
珍
プ
レ
ー
あ
り
と

熱
戦
が
繰
広
げ
ら
れ
、
ベ
ン
チ
内
外
で
は

各
チ
ー
ム
と
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
応
援
合

戦
も
特
に
熱
が
入
り
選
手
達
の
ハ
ッ
ス
ル

プ
レ
ー
を
盛
り
上
げ
た
。

　
決
勝
戦
は
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン
と
沖
縄
ビ
ル

管
理
で
行
わ
れ
両
チ
ー
ム
と
も
逆
転
に
次

ぐ
逆
転
で
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン
が
六
点
差
を
追

い
つ
き
同
点
と
し
、
延
長
戦
特
別
ル
ー
ル

の
末
、
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
で
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン

が
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
。
決
勝
戦
に
相
応

し
く
守
備
に
お
い
て
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
の

続
出
で
選
手
及
び
観
戦
し
た
他
の
チ
ー
ム

か
ら
も
「
ナ
イ
ス
プ
レ
ー
」
と
拍
手
喝
采

が
起
こ
っ
た
。
閉
会
式
で
は
表
彰
式
の
後

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
舌
鼓
を
打
ち
、
各
自
野

球
評
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
　
成
績
発
表

優
勝
　（
株
）
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン

二
位
　
沖
縄
ビ
ル
管
理
（
株
）

三
位
　
沖
縄
ビ
ル
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
株
）

「
第
十
回
交
流
野
球
大
会
」

「
美
ら
島
環
境
美
化
全
県
一
斉
清
掃
」
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十
月
三
日
に
浦
添
市
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
結
の
街
で
協
会
・
賛
助
会
員
・
組
合
員
・

一
般
三
十
八
社
一
二
〇
名
の
参
加
を
頂
き

開
催
、
大
会
は
、
労
働
災
害
物
故
者
へ
の

黙
祷
か
ら
始
ま
り
新
垣
淑
典
会
長
の
挨

拶
、
続
い
て
来
賓
の
沖
縄
労
働
局
健
康
安

全
課
長
の
夏
井
智
毅
氏
の
祝
辞
、
労
働
災

害
の
状
況
の
説
明
を
頂
き
、
そ
れ
か
ら
沖

縄
県
医
師
会
理
事
、
曙
ク
リ
ニ
ッ
ク
玉
井

修
院
長
に
よ
る
「
今
、
働
き
盛
り
が
危
な

い
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
安
全
標
語
入
賞
者
表
彰
を
行
い

㈱
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン
新
里
浩
隆
氏
の
「
み
の

が
さ
な
い
ぞ
危
険
の
種 

予
知
し
て 

除
去

し
て
安
全
作
業
」
が
優
秀
賞
に
入
賞
し
最

後
に
労
働
災
害
「
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
、
労

働
安
全
宣

言
を
参
加

者
全
員
で

唱
和
し
大

会
を
閉
会

し
ま
し

た
。

日　時 参加数 参加者 備　考活動内容

協会活動日誌

平成２５年度第１回ちゅら島
全県一斉清掃活動

県立病院ラウンドチェック水準調整会議

ビルクリーニング講師部会

ハードフロアメンテナンス講習会

県立病院ラウンドチェック

第１０回交流野球大会　監督者会議

清掃作業従事者研修講習会(北部)
第２回シルバー「清掃スタッフ講習会」

平成２５年度労働安全衛生大会

第1０回交流野球大会

清掃作業従事者研修講習会(中部)

清掃作業従事者研修指導者講習会
(新規・再講習)
貯水槽清掃講師部会会議

平成２５年度ビルクリーニング

技能検定事前講習会

第５回理事会・代表者会議
ビルメンヒューマンフェア13INさいたま
研修旅行
平成25年度第２回ちゅら島全県一斉清掃
清掃作業従事者研修講習会(那覇)
防除作業従事者研修会
創立40周年実行委員会
創立40周年記念講演・式典・祝賀会
創立40周年記念チャリティゴルフ
貯水槽清掃作業従事者研修会
第14回ボウリング大会
第６回理事会
国会議員団との勉強会
３役・各正副委員長会議
カーペットクリーニング講師部会
平成２５年度ビルクリーニング
技能検定補足講習会
平成２５年度ビルクリーニング
技能検定直前講習会
平成２６年度新春懇親会

会員・賛助会員

最先端品質部会員

講師部会

講師・受講者

事業委員・最先端品質部
会員・病院側・担当者

委員・監督

講師・受講者

講師・受講者

会員・組合員・非会員

会員

講師・受講者

講師・受講者

講師部会

講師・受講者

会長・理事・監事・代表者

会員・賛助会員

会員・賛助会員
講師・受講者
講師・受講者
委員
会員・賛助会員・メーカー
会員・賛助会員・メーカー
会員・一般
会員
会長・理事・監事
理事・監事・入札問題検討委員
３役・正副委員長
講師

講師・受講者

講師・受講者

会員・賛助会員・来賓

県庁前・国際通り

協会２Ｆ　会議室

協会２Ｆ　会議室

九州沖縄トラック研修会館

県立６病院

協会３Ｆ　研修室

名桜大学　研究棟

宜野湾市中央公民館
浦添市産業振興センター
西原マリーンパーク
ポリテクセンター沖縄

ポリテクセンター沖縄

協会２Ｆ　会議室

協会３Ｆ　研修室

沖縄県卸商業団地組合　会議室

さいたまアリーナ

沖縄市役所・胡屋十字路
九州沖縄トラック研修会館
那覇地域職業訓練センター
協会２Ｆ　会議室
沖縄都ホテル
琉球ゴルフ倶楽部
浦添市産業振興センター
アークボウル
沖縄県卸商業団地組合　会議室

協会２Ｆ　会議室
ネストホテル那覇

協会２Ｆ　会議室

協会３Ｆ　研修室

協会３Ｆ　研修室

8月  4 日

8月12日

8月12日

8月27日

9月   3日

9月   5日

9月   6日
9月11日

10月  3日

10月12日
10月15日

10月16日
～17日

10月18日

10月22日

10月24日

10月30日

11月10日
11月12日
11月14日
11月15日
11月25日
11月26日
12月   4日
12月   5日
12月17日
12月25 日
12月26 日
1月10日
1月14日
～17日
1月27日
～29日
1月30日

２０１名

８名

４名

２３名

９名

１０名

１２名

１０名

１２０名

１００名

１７名

４５名

３名

８名

　３７名

２５名

１３２名
２７名
５１名
９名

１５７名
４０名
７７名
８０名
　１２名
1５名
１６名
２名

８名

８名

１３０名 ホテル日航那覇グランドキャッスル

平
成
二
十
五
年
度

　
労
働
安
全
衛
生
大
会
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㈱
き
ん
だ
い
通
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
上
　
ト
ミ

①
入
社
二
十
七
年
で
す

②
私
は
久
茂
地
に
あ
る
美
栄
橋
ビ
ル
に
日

常
清
掃
業
務
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
テ
ナ
ン
ト
が
入
っ
て
い
る

施
設
な
の
で
人
の
往
来
も
多
く
常
に
正

し
い
マ
ナ
ー
で
対
応
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
日
常
清
掃
で
は
、
共
用

部
の
廊
下
、
各
階
ト
イ
レ
等
お
客
様
が

気
持
ち
よ
く
仕
事
が
出
来
る
よ
う
維
持

管
理
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

③
ビ
ル
も
築
四
十
年
を
超
え
、
維
持
管
理

に
気
を
使
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
培
っ

た
知
識
を
活
か
し
て
お
客
様
に
喜
ん
で

貰
え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

㈱
ク
リ
ー
ド
沖
縄

　
　
喜
友
名
　
千
恵
子
（
入
社
二
十
一
年
）

　
　
金
　
城
　
ヒ
ロ
子
（
入
社
十
六
年
）

①
私
達
は
、
ホ
テ
ル
Ｊ
Ａ
Ｌ
シ
テ
ィ
那
覇

に
お
い
て
客
室
清
掃
チ
ェ
ッ
カ
ー
及
び

チ
ー
フ
と
し
て
業
務
に
従
事
し
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
ホ
テ
ル
は
国
際
通
り
に
面
し
て
い

る
為
稼
働
率
が
高
く
、
お
客
様
の
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
を
ス
ム
ー
ズ
に
出
来
る
よ
う

時
間
と
の
戦
い
で
す
。

　
ま
た
、
ご
利
用
に
な
ら
れ
た
全
て
の
お

客
様
に
快
適
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
常
に
厳
し
い
視
点
で
チ
ェ
ッ
ク

す
る
よ
う
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
忙
し
い
中
、
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト

前
に
お
客
様
か
ら
直
接
「
あ
り
が
と
う
。

と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。」
と
の
お
褒
め

の
言
葉
を
い
た
だ
く
と
、
誇
り
と
や
り

が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
今
後
も
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
さ
を
誇
れ

る
よ
う
よ
り
一
層
丁
寧
に
心
を
込
め
て
、

現
場
の
同
僚
と
協
力
し
て
業
務
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
◇
◇
編
集
後
記
◇
◇

今
年
は
お
正
月
か
ら
暖
か
い
日
が
続
き
、

県
内
で
も
久
し
ぶ
り
に
『
初
日
の
出
』
を

見
る
こ
と
が
出
来
爽
や
か
な
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　『
午
年
は
今
ま
で
の
仕
組
み
や
秩
序
や

価
値
観
が
大
き
く
変
わ
る
年
』
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
昨
今
の
政
治
や
経
済
の
動
き

を
み
て
い
る
と
、
様
々
な
こ
と
が
節
目
を

迎
え
、
確
か
に
変
化
の
年
と
な
り
そ
う
で

す
。

　
変
化
に
は
、『
良
い
変
化
』
と
『
悪
い

変
化
』
が
あ
り
、
願
わ
く
ば
『
良
い
方
向

に
変
わ
る
変
化
に
』
な
っ
て
欲
し
い
も
の

で
す
。

◇
発
行
責
任
者
　
新
垣
淑
典

（
一
社
）沖
縄
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
会
長

　
　
那
覇
市
曙
二
丁
目
二
十
七
番
十
四
号

　
　
電
話
〇
九
八
（
八
六
一
）
二
七
四
二

　
　
◇
◇
会
員
動
向
◇
◇

【
入
会
会
員
】

中
央
産
業
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
照
屋
　
講
裕

　
那
覇
市
松
山
二
‐
二
‐
十
二

　
電
　
話
　
〇
九
八
‐
八
六
八
‐
四
三
七
三

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
九
八
‐
八
六
八
‐
四
八
三
三

【
代
表
者
変
更
】

沖
縄
ビ
ル
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
株
式
会
社

　
新
／
代
表
取
締
役
社
長
　
澤
紙
　
秀
雄

　
旧
／
代
表
取
締
役
社
長
　
新
里
　
博
充

第
一
総
業
株
式
会
社

　
新
／
代
表
取
締
役
社
長
　
西
平
　
典
明

　
旧
／
代
表
取
締
役
社
長
　
西
浜
　
武
史

【
所
在
地
変
更
】

株
式
会
社
沖
縄
環
境
開
発
セ
ン
タ
ー

　
新
／
国
頭
郡
本
部
町
字
石
川
九
一
一

　
旧
／
国
頭
郡
本
部
町
字
備
瀬
三
六
九

沖
縄
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

　
新
／
那
覇
市
久
茂
地
三
‐
二
一
‐
一

　
　
　
國
場
ビ
ル
二
階

　
旧
／
國
場
ビ
ル
十
二
階

琉
球
総
合
ビ
ル
管
理
株
式
会
社

　
新
／
那
覇
市
字
仲
井
真
三
〇
三

　
旧
／
那
覇
市
字
仲
井
真
二
九
四
の
三

末
広
商
事
株
式
会
社

　
新
／
那
覇
市
字
仲
井
真
三
〇
三

　
旧
／
那
覇
市
字
仲
井
真
二
九
四
の
三

現
場
で
働
く
皆
さ
ん
の
生
の
声
を
お
届
け
し

ま
す
。
質
問
内
様
は

①
入
社
し
て
何
年
目
で
す
か
？

②
現
場
で
の
苦
労
は
？

③
今
後
の
抱
負
は
？


